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菌類きのこ遺伝資源分譲依頼書

国立大学法人鳥取大学　農学部附属
菌類きのこ遺伝資源研究センター　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究責任者
（住　所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （機関名)
（氏名）　　○　○　○　○　印

下記の菌類きのこ遺伝資源の分譲をお願いします。

	
	ＴＵＦＣ番号
	菌類きのこ遺伝資源名
	本数

	１
	
	
	

	２
	
	
	

	３
	
	
	

	４
	
	
	

	５
	
	
	

	６
	
	
	

	７
	
	
	

	８
	
	
	

	９
	
	
	

	１０
	
	
	



 [研究目的・内容] （利用目的、利用内容を具体的に記入のこと）

[提供条件]
１．本菌類きのこ遺伝資源は、当該資源の取り扱いに熟練した者が適切な設備および管理のもとに取り扱うとともに、上記目的にのみ使用するものとする。
２．本菌類きのこ遺伝資源は、受領機関の研究責任者及び研究責任者の属する研究グループ内で使用するものとし、提供機関の責任者(菌類きのこ遺伝資源研究センター・センター長)のの承諾を得ることなく、本菌類きのこ遺伝資源およびその改変物等を第三者（機関内の他の研究グループや共同研究の相手先企業等を含む）に提供しないこと。
３．本菌類きのこ遺伝資源を使用した研究成果を学会または論文等により公表する場合には、本資源が菌類きのこ遺伝資源研究センターから提供されたことおよび資源のTUFC番号を明示すること。
４．提供された本菌類きのこ遺伝資源に関連した発明又は考案を出願した場合には、資源のTUFC番号を菌類きのこ遺伝資源研究センターに情報提供すること。
５．利用に関して何らかの条件が付されて菌類きのこ遺伝資源研究センターに寄託された菌類きのこ遺伝資源を利用する際には、菌類きのこ遺伝資源研究センターが提示する条件を遵守して菌類きのこ遺伝資源を使用すること。
６．本菌類きのこ遺伝資源の分譲に関し、鳥取大学または第三者が保有する知的財産権その他の一切の権利が分譲依頼者に譲渡されるものでないこと、また、本利用条件に記載された限度で本資源を利用する権利を除き、何らの権利を得るものでないことを承諾すること。
７．本菌類きのこ遺伝資源は、研究過程において得られた実験的又は研究的性格を有するものであり、菌類きのこ遺伝資源研究センター及び研究担当者は本菌類きのこ遺伝資源について如何なる保証も行わないこと。また、本菌類きのこ遺伝資源の使用・保有により発生したいかなる結果についても一切その責任を有せず、かつ如何なる損害賠償義務（直接・間接を問わない）を負わない。
８．本菌類きのこ遺伝資源の提供にあたり、提供機関からの請求に応じて、菌類きのこ遺伝資源の準備及び輸送にかかる費用を支払うこと。
９．本菌類きのこ遺伝資源の取扱いに際しては、適用を受ける法令・規則を遵守すること。また、提供された資源がバイオセイフティーレベル2に該当する場合には、感染防止のために必要な安全設備および作業基準(参考：国立感染症研究所　病原体安全管理規定)を理解して、安全に使用すること。

本菌類きのこ遺伝資源の提供を受けるにあたり、上記提供条件及び貴学の定める関係各規則等を遵守します。

平成　　年　　月　　日

研究責任者：　○　○　○　○　印
　　　研究従事者：　○　○　○　○　印

[連絡先･配送先]
　　住  所：〒
　　T E L ：　　　　　　　　　　　　　FAX：
　　担当者：
　　 　　（e-mail：　　　　　　　　　　　　　　　）
　　請求書の宛名：　

